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選評
比較的接地圧に余力のある「べた基礎形式」の既存建物について、建物を使用しながら基礎免震レトロフィットを行っ
た事例である。仮受け杭を省略して建物下をトンネル状に掘削し、残った地盤で建物を支持しながら免震層を順次構築す
る「トンネル工法」を立案し、実現した。地盤および基礎形式の条件によっては、このような工法も可能であるというこ
とを、この事例を通して明らかにしたことは、免震構造の普及に資するもので普及賞に相応しいと評価する。�（森高英夫）
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普及賞 トンネル工法と免震性能最大化設計による
地上無補強完全使いながら免震レトロフィット
技術の開発と実現


